
─　 ─71

はじめに
　愛知教育大学附属幼稚園（以下、附属幼稚
園）では、令和₃年度に園舎の改修工事が行
われ、ウッドデッキに変わった通称「みどり
の広場」は従来の名称そのままに引き継がれ、
天上（上部）には大きな屋根が新たに付けら
れた。
　筆者らはこのウッドデッキの音響の良さに
着目し、音楽活動用のステージとして保育に
おける音楽表現遊びに繋げることを計画した。

Ⅰ　ウッドデッキのステージ
　園舎の改修工事に伴い西側にも園舎が新設
されたことで、従来の北舎、南舎と合わせて
逆コの字を描く建物の配置となっている。そ
の内側は主に₃歳児が遊ぶ小園庭（中庭）が
あり、コの字の付け根の部分はウッドデッキ
が敷かれている。ウッドデッキの上には日除
け用の屋根が付けられており、園児たちが雨
の日でも遊ぶことができるようになっている
他、ステージとして様々な音楽活動での使用
も可能になっている。各保育室には中庭に面
して出入り口が設けられており、園児たちは
靴を履き替えることなくステージに出ること
ができる。ウッドデッキは板敷きで、下に少

し空間があり音が響く。またステージ上の屋
根はドーム型の形状となっており、₃方を建
物で囲まれていることで生じる反響音が心地
よく響き、また適度に残響が残る作りとなっ
ている（図₁、図₂）。

Ⅱ　幼稚園の音響空間を活かした音楽遊び
　本研究を進めるに当たり、2022年₅月に筆
者らと附属幼稚園の園長および各クラスの担
任教諭と話し合いを行った。話し合いに際し
て予め普段の音楽活動とどのような音楽的体
験を子どもたちにさせたいか担任教諭にアン
ケート調査し、それを基に具体的計画を立案
した。
　附属幼稚園では、秋の運動会後の11～12月
にかけて楽器遊びが各クラスにおいて盛んに
なる。そこで本研究ではそのための導入とし
て、「日常生活の中で子どもが身の周りの音
に気付き、音楽を感じる環境を作る」ことを
目的とした。
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図₁  ステージの様子 図₂  ステージからの眺め
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Ⅲ　園児が楽器や音に興味を持つための
お楽しみ会　　　　　　　　　

　「みどりの広場」ウッドデッキのステージ
での実践を行う前に、園児たちが楽器や音に
興味を持つようにすることを目的として学年
ごとにお楽しみ会を実施した。
１　年長児を対象とした楽器紹介
　年長児を対象に、幼児曲「やまのおんがく
か」を用いて、筆者が歌いながら様々な楽器
を紹介した。用いた楽器は鈴、タンバリン、
トライアングル、ウッドブロックといった附
属幼稚園にもあり園児に馴染みのある楽器か
ら、カホン、フィンガーシンバル、ヴィブラ
スラップ、グロッケン、ミュージックホース
など園児たちにとって珍しい楽器など様々に
用意した。
　お楽しみ会を始める前に、園児たちには音
を注意深く「聴く」ことを促し、楽器を紹介
する際には、同じ楽器でも奏法によっていろ
いろな音がすることに気付くよう意識して関
わらせた。
２　年中・年少児を対象とした楽器紹介
　年中・年少児を対象として、楽器紹介を
行った。年中・年中クラスの担任教諭と筆者
により「はらぺこあおむし」の楽曲を使用し
た歌い聞かせを行った。担任教諭が大型絵本
を見せながら歌とピアノを担当し、筆者が曲
に合わせて様々な楽器の音色を聴かせること
で楽器を紹介した。

Ⅳ　ウッドデッキのステージを使った
楽器遊びの実践　　　　　　

⑴　内容：ウッドデッキを利用した楽器遊び
の実践
⑵　概要：附属幼稚園のウッドデッキに楽器
遊びコーナーを設置し、反響する空間を生
かして子どもに音の響きを意識して聴くこ
とを促し、自由に音を鳴らすことを楽しむ
ようにする。また子どもが興味を持てるよ
うに様々な楽器を用いて実演する。

⑶　目的：　
①　屋外で音を鳴らして楽しむ
②　建物の屋根や壁に反響する音に気付く
③　いろいろな楽器を自由に音を鳴らして楽
しむ
④　楽器の鳴らし方によって音の響きが変わ
ることに気付く
⑤　いろいろな音の重なりの面白さに気付く
　園児への働きかけとして、ウッドデッキの
ステージにおける特性を利用して様々な音の
変化への気付きと自由に音を探求する楽しさ
を感じられるようにすることを主な目的とし
た。
実施日時：令和₄年₆月29日、₇月₆日の₂
日間　登園後の好きな遊びの時間（₈：45～
10：30頃）に実施した。
⑷　使用楽器：
鈴、カスタネット、ウッドブロック、シェー
カー、太鼓（小）トライアングル、テーブル
コンガ、トーンチャイム、ヴィブラスラップ、
カホン、フィンガーシンバル、フレクサトー
ン（₆月29日）
鈴、ウッドブロック、シェーカー、太鼓（小）、
フロアタム（大・中・小）、マレット等（₇
月₆日）

₆月29日
　朝の好きな遊びの時間に実施した。登園す
る園児たちを前にウッドデッキのステージ上
で楽器を並べ、筆者がトーンチャイムを鳴ら
して実演した。トーンチャイムを選択したの
は音色が優しく余韻が長く残るため、園児た
ちが響きを聴きやすいと思われたためである。

　筆者がステージで歩きながら音を響かせ
ていると、10名ほどの園児（年中児）が興
味を示しやって来た。そこで音を注意深く
聴くこと、楽器の持ち方と鳴らし方や鳴ら
す場所によって音の響きが変わることを伝
え、順番に楽器を鳴らすように一つ一つ手
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渡した。園児たちはステージ上を自由に歩
きながら思い思いに楽器を鳴らし、余韻を
聴いていた。それを見てさらに園児が集
まって来たため、ウッドブロック、鈴、フ
ロアタム、テーブルコンガ、カホン、シェー
カー、トライアングルを出して園児たちが
自由に楽器を鳴らせるようにした。

　初めのうち、園児たちは楽器の珍しさも
あって様々な鳴らし方（楽器を足で鳴らす等
も含めて）で思い切り音を鳴らして試してい
た。そうしたある種の集団的興奮状態が一通
り収まると、自分の好きな楽器を集めて順番
に鳴らしたり、友達同士や教諭と一緒に鳴ら
したりして楽しむ様子が見られた。楽器の大
きさの違いによって音の高さが変わることに
気付き、大小のフロアタムを組み合わせて演
奏する姿も見られた。

　Ａ児（年中児）が、自分のクラスからカ
スタネットを持って来て筆者に鳴らして聴
かせた。筆者がそれに応えるようにカホン
で園児のリズムを模倣すると、楽器の会話
が交互にしばらく続いた。

　初めは筆者にカスタネットを鳴らして聴か
せていたが、筆者がそれに答える代わりにリ
ズムを模倣した。Ａ児がまた短いリズムを返
したのをさらに筆者が模倣すると、Ａ児は今
度はリズムを変え、筆者と₂人の即興のアン
サンブルへと展開した。

₇月₆日
　朝の好きな遊びの時間に実施した。前回は
余韻が響く楽器を中心に多種多様な楽器を用
意したのに対して、この日はドラム類とウッ
ドブロック、シェーカー、鈴のみに限定して
ステージに用意した。

　筆者が楽器をステージに並べていると、

早速₇名の園児（年中児）たちがやって来
て楽器を鳴らし始めた。前回と異なる点と
して、楽器の奏法等について筆者に尋ねる
ことなく、自分の好きな楽器を並べてすぐ
に鳴らし始めたことである。一通り鳴らし
た後₄名の園児は他の遊びに行ってしまっ
たが、残った₃名はそれぞれ異なる方法で
音を探求する様子が見られた。Ｂ児は、楽
器を強く叩いたり弱く叩いたりし、叩き方
による音の違いを楽しんでいた。Ｃ児は、
大きさの異なるフロアタムを₃つ並べ、音
の高さを確かめるように順番に鳴らしてい
た。Ｄ児は、ミニボンゴを両手に持ったマ
レットで激しく叩いていたが、床（ウッド
デッキ）をマレットで鳴らしてみたり₂本
のマレット同士を打ち鳴らす様子が見られ
た。その後、Ｃ児がＤ児にフロアタムの音
の違いを聴かせたり、Ｃ児の演奏するフロ
アタムのリズムにＤ児がミニボンゴで加
わってアンサンブルを楽しむ様子が見られ
た。

　前回では、園児たちは珍しい楽器に集まり、
また奏法を筆者に尋ねることが多く見られた
ため一箇所に固まりがちであった。また楽器
の鳴らし方もとりあえず力一杯に鳴らす様子
が多く見られた。それに対して、今回は始め
から自分の好きな楽器を選んで様々な奏法や
それによる音色の変化を注意深く聴く様子が
印象的であった。また、前回筆者がＡ児と
行ったような互いの音を聴きながらのアンサ
ンブル的な遊びが見られたことでも、園児た
ちの音に対する関心が変化していったと考え
られた。

　₄名の園児（年長児）が、自分のクラス
からカセットデッキ、ベル、シンバルを
持って来た。次々に筆者に演奏を聴かせる
中、Ｅ児はシンバルを勢い良く鳴らしてい
たが、やがて持ち手の先を持って楽器をぶ
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ら下げ、そっと左右の端と端を打ち合わせ
る奏法に気が付き、音色の違いを楽しんで
いた。その後、鳴らしたシンバルを左右の
耳に当てて余韻を聴く様子が見られた。

　前回にもクラスから楽器を持ってくる様子
は見られたが、Ｅ児はウッドデッキのステー
ジの残響音に気付き、筆者に聴かせるための
鳴らし方から自分で音の探究をするための鳴
らし方へと変化したと考えられた。

Ⅴ　まとめ
　楽器遊びや歌遊びなどの音楽表現活動を行
う上で、最も大切なことは、子どもに“聴く
こと”を教えることである。音の聴き方を知
ることによって、子どもたちは今自分がどん
な音や声を出しているか、また自分の周りで
どんな音がするかに興味を持ち、聴覚を通し
て世界を理解するようになる。そのためには、
屋外の広い空間でじっと音に耳を傾けられる
環境と、音の残響や反響に気付き子どもたち
が“音の聴き方”に気付くよう働きかけるこ
とが重要である。本研究においても、子ども
たちは始め、まずは自分の興味のまま時には
やや乱暴に楽器を鳴らしていた。しかし音が
天井や建物の壁に反響し、余韻が静かに残る
ことに気付くと、一音一音丁寧に鳴らして
じっと聴き入る姿が見られた。みどりの広場
に敷かれたウッドデッキと、そこを囲む空間
の音響効果を生かして活動を設定することに
より、そのような園児たちの姿を引き出すこ
とができたと考えられた。また、屋外の広い
空間は音が適度に散るため、園児がじっくり
音の探究を楽しむにも適していた。

　担任教諭による園児たちへの働きかけにつ
いても述べておきたい。活動の中で、園児た
ちは筆者らや担任教諭へ様々な質問を投げか
けたり、自らの発見した音を聴かせたりした。
それに対して担任教諭が園児に分かりやすく
説明するだけでなく、楽器を持って実演する
ことによって園児の新しい発見や更なる探究
を促すことへと繋がる様子が見られた。加え
て、年中・年少児を対象とした楽器紹介にお
いて行った担任教諭らによる歌と演奏の実演
も、園児たちの音や楽器への興味を持つきっ
かけになったと考えられる。身近な先生が楽
しく歌ったり演奏したりする姿は園児たちに
とっての憧れであり、自分もやりたいという
動機付けに繋がる。
　今回は₆～₇月にかけて実践を行ったが、
園児たちの興味を繋げ遊びを広げていけるよ
う、今後も附属幼稚園と幼児教育講座との連
携を継続していきたい。このような活動が特
別なものでなく日常的になることも、園児た
ちに音や楽器への興味を促すための重要な環
境の一つであると言える。
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図₃  C児とD児のアンサンブル（左）
図₄  担任教諭に楽器の奏法を尋ねる園児たち（右）




